
さまざまな「助けあい」で、新しい年を迎えたい 

 

東日本大震災復興対策本部事務局 

 

当事務局には、被災された方々の支援活動に当たられているＮＰＯ／ボラン

ティア団体等の活動を下支えするため、「震災ボランティア班」があります。 

被災者とＮＰＯをつないで支える合同プロジェクト（通称：つなプロ）の幹

事でもあり、発災直後から、被災各地等でＮＰＯ／ボランティア団体の支援に

努めてきた震災ボランティア班の田村が、ボランティア活動に携わっておられ

る皆様、これからボランティア活動をしたいとお考えの皆様に向けたメッセー

ジを作成しましたので、ぜひご覧ください。 

 

震災ボランティア班 

 企画官 田村太郎 

 

 東日本大震災から９ヶ月が経ちました。被災地でもいよいよ、冬本番を迎え

ます。震災直後に内閣官房に設立された「震災ボランティア連携室」は、９月

にその活動を政府の「東日本大震災復興対策本部」に引き継ぎ、現在も被災地

のニーズの把握やボランティア活動の促進に必要な情報の収集と発信にあたっ

ています。 

 「震災ボランティア」といえば、災害発生直後のニーズに注目が集まります

が、復興への道のりはこれからも長く続きます。仮設住宅での生活や復興まち

づくり支援には、今後もさまざまな「助けあい」が必要です。復興の主役は被

災地に暮らす人々ですが、他の地域からの支援やボランティアによる力や知恵

が、復興を後押ししてくれれば心強いです。 

 阪神・淡路大震災では、避難所から仮設住宅に生活の場が移り始めたころか

ら、ボランティアの数が急減しました。３月から４月になって年度が替わった

ことや、地下鉄サリン事件などで世の中の関心が被災地に向かなくなったこと

などが原因と考えられますが、仮設住宅などに被災された方の生活の場が移る



と「もう支援は不要」と考えられてしまうことも、ボランティアが減る原因か

と思います。 

 もちろん、物資の仕分けや津波で汚れた家屋の清掃といった活動は、震災か

ら日が経つほどに少なくなります。一方で、仮設住宅でのコミュニティ形成や、

自宅に戻った人のニーズの把握には、これまで以上に丁寧な活動が必要となり

ます。また、被災地に暮らす人々自身による自助的な活動も増えてくるので、

外からの支援とのバランスにも配慮が必要です。 

 いま被災地の各地で、集会所などを活用した「お茶会」活動が盛んに行われ

ています。仮設住宅でのコミュニティづくりに大いに有効な活動ですが、参加

者が固定化していて一度も出てこない人がいるという声も聞かれます。大勢で

集まってお話しするのが苦手な方もおられます。とくに男性は、女性よりも孤

立しがちです。囲碁や将棋などの趣味の会や、大工仕事や花壇づくりなど、多

様な活動があってはじめて、多様な人が参加して顔の見える関係が形成できま

す。 

 また、年末年始は仮設住宅での見守り活動が休みになったり、外部の NPO ス

タッフも休暇を取ったりして、これまでにぎやかだった仮設住宅団地が急に静

かに、寂しく感じられることもあります。静かに過ごしたいとおっしゃる方も

おられますが、ひとり暮らしの方も参加できるイベントや、不安を感じたとき

に相談できる窓口の開設などを通して、大震災から初めての年末年始に孤独を

感じる人ができるだけ少なくなるような配慮が必要です。 

 被災地ではこれからも、仮設住宅や自宅などで暮らしている方々による、生

活再建へのチャレンジが続きます。これまで被災地での活動に参加された人だ

けでなく、力仕事に自信がなくて参加を控えていた人や、交通や宿泊場所に不

安があって参加をためらっていた人にも、これからの時期だからこそできる活

動に参加して欲しいと思います。 

 つらく悲しい出来事が起きた２０１１年でしたが、人々の絆が深まった年で

もありました。被災地で暮らす人々が日本や世界の人々とのつながりを感じな

がら、新しい年を迎えることができるよう、それぞれの立場で全力を尽くした

いものです。 


